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聞いただけで、び、っくり。）赴任 1年目の 4月， 1学期着任式・始業式の
日，初めて全校児童を前にした。着任教員が 27名いることにも驚いた
























































































































写真18 大気汚染レベル表示 日が続くこともある。 大気汚染の状況が子どもたちにも分かるように，児
童玄関には色カードを掲示していた。また，各教室に空気清浄機を1台ず
つ設置している。
c）通学バス
虹橋校の登下校方法は，パス通学と個人通学（保護者送迎）に分けられる。多くの児童は通学ノ〈スを利用し
て登下校している。平成 26年度，法律改正により，これまでの通学システムからの大きな変更を余儀なくさ
れ，平成27年度当初は混乱することもあったが，約40台ものパスが毎日子どもたちの送迎を行っている。こ
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れほど多くのパスが毎日学校に出入りするので，それだけ事故などの危険性
も高くなる。そこで，「安心・安全な登下校Jをキーワードに，教職員・保護
者が意識をそろえ， 子ど、もたちの登下校を見守っていた。ただ，中国の交通
問題があったり，パス内で、起こるトラブルがあったり，課題も少なくないの
が現状だった。
4 上海日本人学校での勤務を通して
(1）出会いに感謝
写真19 下校時のようす
上海日本人学校虹橋校での勤務や上海での生活を通して，日本人学校に通ってくる子どもたちとの出会い，
日本全国から集まった同僚との出会い，中国人の朋友 （中国語で友達の意味）との出会い， 中国文化との出会
いなどなど，様々な出会いがあった。その全てが私にとってかけがえのないものとなり， 日本に戻った今で、も
私の心に大きな宝物として残っている。もちろん全てが順風満帆というわけではなかったが，多くの人に支え
られ，人は一人では生きていけないということを実感した。出会いの素晴らしさ，繋がりの大切さを深く感じ
ることができた4年間だった。全ての出会いに感謝している。
(2）よさを見つけてお互いを認め合う
上海日本人学校虹橋校は，海外にある日本人のための学校としづ特質から，児童の転出入が非常に激しい。
親の仕事の事情が理由の大半を占めるが，年度末だけでなく，学期の途中でも何人もの子どもたちが日本や別
の国へ転出したり，逆に編入してきたりする。転出入が頻繁にあるのが当たり前なのである。そのためか， 虹
橋校の子どもたちは，受容性の高い子が多い感じを受ける。学級には， 転入してきた友達を受け入れる風土が
あり，子どもたちには，初めて出会う友達をクラスの仲間として受け入れることのできる優しい心がある。だ
から，新しい学校に不安をもって編入してきた子どもたちも，早い段階で学校生活に順応していくことが多く，
互いを認め合う関係が築かれてし、く。また，転出していく友達に対しでも同様のことが言える。虹橋校の子ど
もたちは，その転出していく仲間のために一生懸命お別れ会を計画し， 全力で送り出す。1年間に何人も転出
していく中で，どの子に対しても労を惜しまず送り出そうとする姿には本当に感動させられる。
もちろん，全ての子がこれに当てはまっているわけではなく，日本の学校と同様，様々な教育課題をもって
配慮を要する子どももいるのは事実であるが，私は虹橋校の子どもたちから，「受け入れる心の大切さ」，Iよさ
を見つけてお互いを認め合うことの大切さJを学んだ。 これは，日本に帰国した今でも，私の心に深く残って
おり，自身の教育活動にも大きく影響している。
(3）中固と日本をつなぐ役割
縁あって，私は中国の上海という地で4年間暮らすことになった。4年間で中国語が流ちょうに話せるよう
になったわけで、もなく，何か中国の伝統文化を習得したわけでもない。もっと深く学んでおけばよかったと後
悔しているが，それでも4年間中国に住み，中国の方たちと接してきた中で，多少なりとも中国の文化や魂は
私の心に浸透してきた。そして今，私にできることは，やはり中国と日本をつなぐことではないかと思う。日
本の報道を見ると，中国のマイナス面だけを取り上げていることがよくあるように思う。かつての私のように，
中国に対して悪いイメージをもっている日本人は多いのではないだろうか。 逆に，これまで、の歴史的な背景や
偏った報道などから，反日感情をもっている中国人も多いのもまた事実だろうと思う。しかし，少なくとも私
は，実際の生活経験から，中国のよさや中国の方たちの温かさを多く感じてきた。大切なことは，マイナス面
だけを見るのではなく，お互いのよさも見つけながら，お互いを受け入れ，認め合うことなのではないかと思
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う。現在の日中関係が必ずしも良好とは言えない中だからこそ，私たちのような民間レベルの交流が大きな意
義をもつだろうし，大切にしないといけないと感じる。教育者として，子どもたちに自分が感じた中国のよさ
を伝え，中国に対して偏った見方をせず，中国や海外を身近に感じられるようにしていきたいし， 一人の大人
としても，交流を続けるなど，中国と日本，また海外と日本をつなぐ役割を果たしていきたいと思う。
おわりに
日本に帰任して9か月が過ぎた平成 30年 1月，家族旅行で再び上海を訪れることになった。9か月ぶりの
上海は，私にとって不思議なくらい心落ち着く場所となっていた。まるで，まだ住んでいるかのような感覚だ
った。それは，人口の多さや経済発展の著しさとは関係なく， 4年間の生活の中で無意識のうちに感じてきた，
上海で暮らす人々の家族のような温かさや繋がりを再び肌で感じることができたからではないかと思う。 旅行
中，言葉が通じない場面はたくさんあったが，もはやそこに日本と中国の国境はなくなっていた。人口最小県
の鳥取と大都会上海。何から何まで違っていたが，どちらも私にとってはなくてはならない場所である。縁あ
って教師として上海に行くことになったが，教師としての資質向上はもちろん，それ以上に，これから生きて
いく上で大切な何かを得ることができた。
平成25年4月，妻と 3人の子ども（0才・2才・4才）を連れて赴任した上海。こ
の4年間で家族にとっても私にとってもかけがえのない貴重な経験をすることができ
た。先ほども述べたが，海外と日本をつなぐことは，まさに教師としての私の大きなし
ごとである。もし私の話をきっかけに，子どもたちが中国や海外に興味をもち，将来海
外に出て行く仕事に就いた子がいたとしたら，これほど嬉しいことはない。まさに教
師冥利につきる。これからの教育活動がますます楽しみになってきた。 写真20 帰国記念に家族で、
大黒晃嗣（鳥取市立湖南学園小学校／H25年度～H28年度上海日本人学校虹橋校派遣）
